








　水蒸気が水滴に変わることに興味をもった長野さんは，次のような実験を行った。ただし，それぞれの温度

での飽和水蒸気量は表１の数値を用いること。

各問いに答えなさい。

〔実験〕

①温度30°Cの空気を，容積2.5m3の透明な容器に密封した。

②容器を徐々に冷やしていくと，容器内の温度が16°Cになったときに，容器内に水滴が見られ始めた。

③その後，容器をさらに10°Cまで冷やした。

（１）実験①のとき，容器内の湿度は何%ですか。小数第二位を四捨五入して，小数第一位までで答えなさい。

（２）実験②のとき，容器内の湿度は何%ですか。

（３）実験③のとき，容器内に生じた水滴の質量は全部で何gですか。

次に，長野さんは山の斜面にできる雲について調べていたところ，フェーン現象について興味を持ちました。

〔調べてわかったこと〕

　　〇雲ができていない空気は，高度100mにつき1°C変化する。

　　〇雲ができている空気は，高度200mにつき1°C変化する。

　　〇フェーン現象が起こると，山を越えたあとの空気は，山を越える前と比べて気温が上昇する。

今、高度0mで20°Cの空気がある。この空気が高度1400mの山の斜面を200m上昇したとき雲ができた。空

気は、雨を降らせながら上昇し、山頂に達すると、雲は観測されなくなった。

（４）山越えをした後，高度0mの地点の気温は何°Cになるか。

（５）山越えをした後，高度0mの地点での湿度は何%か。小数第二位を四捨五入して，小数第一位までで答

えなさい。

（６）山越えをした後の空気の湿度は，山越えをする前と比べて高くなるか，低くなるか，その理由を「水蒸

気量」という言葉を用いて答えなさい。

表１

飽和水蒸気量
[g／ m3]

温度[°C] 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

9.4 10.7 12.1 13.6 15.4 17.3 19.4 21.8 24.4 27.2 30.4
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各問いに答えなさい。

　松本さんは，物体の浮き沈みに興味をもち，先生と一緒に実験を行った。これについて，以下の問に答えなさい。

ただし，100gの物体にはたらく重力の大きさを1N，水の密度を1g／ cm3とする。

先生「物体によって，水への浮き沈みが異なるのは，何の値によって変わるのかな？」

松本「それは，物体をつくる物質の（①）によって変化します。①が水よりも大きければ物体は沈み，小さければ

物体は浮きます。」

先生「そうだね。では，物体が浮いているとき，物体にはたらく力でつり合っているのは，どんな力かな？」

松本「物体に下向きにはたらく（②）と，上向きにはたらく（③）です。」

先生「その通り。つまり、浮いている物体は②と③が同じ値になるんだね。」

松本「沈んでいる物体にはたらく③はどのように考えればいいのでしょうか。」

先生「沈んでいる物体が押しのけた水にはたらく②と等しい力がはたらきます。これをアルキメデスの原理と言うん

ですよ。」

　松本さんは具体的な力の大きさを求めるために，図１のように，水に５種類の物体A，

B，C，D，Eを入れる実験を行った。A，B，Cは浮いて静止したが，D，Eは沈んで底に

ついた。それぞれの物体の質量と体積は，Aが600g，800cm3，Ｂが350g，400cm3， Ｃが
620g，800cm3， Ｄが180g，100cm3， Ｅが900g，800cm3である。

（１）文章中の①～③にあてはまる言葉を，それぞれ漢字２字で答えなさい。

（２）この時，物体Aと物体Eにはたらいている浮力は何Nかそれぞれ答えなさい。また，５種類の物体にはたらく浮力の

大きい順にA～ Eを並べ替え記号で答えなさい。

　次に，松本さんは「氷山の一角」という言葉に興味をもち，氷山の一角がどの程度なのかを，図２の形の氷を用いて

求めてみることにした。

松本「氷を水に入れたら，沈まずに浮きました。」

先生「このとき，氷にはたらく上向きの力は何Nですか？」

松本「氷は1cm3あたり0.92gだから・・・」

（３）氷の質量は何gか求めなさい。

（４）図２の状態で氷を沈めたとき，氷が水に沈んでいる部分の水の深さは何cmか求めなさい。

（５）（４）のとき，氷全体の体積の何%が水面よりも上にでているか求めなさい。

（６）海に浮いている氷山の場合，海面よりも上にでている部分の体積は（５）よりも大きくなるか，小さくなるか。また，

その理由を「密度」と「体積」という言葉を用いて答えなさい。ただし，氷山は純粋な水が凍ったものとし，海水の密度

は水よりも大きいものとする。
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